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１ 本事業の目的 

 

被災地のおける高齢者等の外出支援、移動サービスを提供することによる生きがいづくりと、介護予防をす

ることを目的に、“休眠”（休職中）ヘルパー等の介護職、または希望者に対して外出支援、移動サービスに関

する技術指導を行い、人材育成と外出支援サービスを実施する事業。 

 助成申請時、東日本大震災からすでに4か月が過ぎ、仮設住宅の建設が進むなど、一部の高齢者には居

場所の確保はされつつあるが、今もなお、避難所や在宅で避難生活を送る高齢者も少なくない。 

 一方、避難所や仮設住宅では、多くの高齢者が車を失ったり運転を頼めるものがいないなど、日常の移動

に困難を極めている地域が多い。このような被災地では、公共交通機関の復旧も不十分であり、その復旧にも

相当な時間を費やすことが予想されており、高齢者等の健康不安が強く懸念されている。 

 政府は災害救助法を適用した長期避難策として、宿泊施設を利用した集団避難所の確保を行い、セーフ

ティーネットとしたが、利用できない人が少なくない。避難生活をする要介護高齢者や障がい者等には、移動

が困難だからである。さらに、避難生活を続ける被災者の健康面を考慮し、短期的なリフレッシュ企画として、2

～3 日程度の短期疎開が認められたが、移動に介助が必要な人には受け入れ先でのケア等の支援体制がな

いため、利用することができず、夏場を迎えてさらに健康不安が高まっている。 

 被災地では、災害や不健康な避難生活により、急速に要介護高齢者の数が増えたことから、既存の介護

サービス事業者だけでは介護需要が賄えない状態にある。 

 特に避難生活の中で介護認定を受けられない高齢者や障がいを持つ人など、自立した移動が困難な被

災者には、その支援が不足しているのが実状である。 

 そこで、こうした移動ニーズにこたえる人材を被災地に配置し、移動困難者の日常生活における外出支援

や、被災者に提供されるリフレッシュ避難の移動の際に同行介助する人材を整え、対応していく必要がある。 

 また、長期的には介護保険外サービスである外出支援や移動サービスは、被災地で求職する女性にも可

能な仕事であり、一定の期間を経て経験を積んだ後、サービスの事業化による、長期的な就労へつなぐことが

できることから、この間の助成による支援が必要と考える。 

 今回の助成事業により、“休眠ヘルパー”や就労希望者に対する移動技術の指導を行うことにより、高齢者、

障がい者の希望に沿った移動支援が行え、利用者の見守りや話し相手として、交流を通じた生きがいづくりに

寄与できる。 

 また、避難中の高齢者、障がい者が希望するリフレッシュ避難への参加が可能となり、身体上の保健衛生

の向上やメンタルケア面でも効果が期待される。 

 さらに、女性にも可能な就労の為の技術を身につけることができ、被災地における命の支えのネットワーク

が構築され、新たなコミュニティにおける関係が強化される。 

 外出支援や移動サービス技術を持った人が被災地に育つことにより、新たなネットワークが構築され、ボラ

ンティアや関係者が増えれば、継続的な移動サービスが可能となる。 

 また、サービスの利用が進むのと同時に、サービスの事業化を支援することにより、継続的な雇用が生まれ、

被災地域の活性化が期待される。 
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２ 事業の概要 

 計画 実際 

１
）被
災
地
に
お
け
る
事
業
実
施
の

た
め
の
広
報
活
動 

【期間】2011 年 10 月上旬～中旬 

【場所】宮城県石巻市・福島県郡山市及び

その他被災地域 

【対象】事業参加を希望する人材 5名 

【方法】チラシを作成し、本事業の説明会を

社会福祉協議会、ＮＰＯ、災害ボランティア

活動団体等の地域活動を通して告知す

る。 

【期間】2011 年 11 月～同年 12月 

【場所】福島県郡山市、福島市、岩手県、茨城

県、宮城県その他被災地域 

【対象】事業参加を希望する人材 9名 

【方法】当協会の協会案内、養成講座案内の

資料と共に、本事業の説明を、事業参加を希

望する 9名の会社・事業所で行った。 

２
）移
動
サ
ー
ビ
ス
、
外
出
支
援
人
材
の
育
成
研
修 

【期間】2011 年 10 月上旬～同年 12月 

【場所】宮城県石巻市・福島県郡山市及び

その他被災地域と東京 

【対象】上記採用された 5名 

【方法】パソコンを貸与し、ネット通信を利用

した通信教育と 7 日間のスクーリングを行

う。（トラベルヘルパー養成講座、移動サー

ビス運転者研修） 

【期間】2011 年 11 月～2012 年 1月初旬 

【場所】福島県郡山市、福島市、岩手県宮古

市、茨城県水戸市、宮城県仙台市、東京 

【対象】福島交通1名、郡山市2名、岩手県北

観光 1名、茨城交通 1名、仙台市 3名 

【方法】各自宅においてインターネットを利用し

トラベルヘルパー養成講座Eラーニング 50回

分（2 級）または 35 回分（準 2 級）を受講し、そ

の後、日帰り介護旅行研修 2 日間、宿泊介護

旅行2泊 3日（2級受講者のみ）、運転者講習

2日間（全員）を受講した。 

 郡山市2名中1名は2級検定受験し、合格・

資格取得。仙台市 3名、郡山市 1名は準 2級

検定受験し、合格・資格取得。 

３
）関
係
者
間
の
連
携
体
制
づ
く
り 

【期間】2011 年 9 月～2012 年 2 月（内 70

日間） 

【場所】宮城県石巻市・福島県郡山市及び

その他被災地域と東京。 

【対象】避難所、仮設住宅、在宅避難者の

内高齢者、障がい者とその家族。 

【方法】研修受講中とその後に避難所等を

まわり、高齢者等と話をすることと、連絡会

合を行う。 

【期間】2012 年 1 月～2012 年 3 月 

【場所】岩手県宮古市、宮城県東松島市、福

島県郡山市、福島県伊達郡、茨城県北茨城

市及びその他被災地域 

【対象】仮設住宅、雇用促進住宅の住民 

【方法】リフレッシュツアーを企画しそのチラシ

を持って、郡山市・伊達市の仮設住宅を訪

問、その他の地域はそのチラシを持ってツア

ーを企画した場合のニーズ、その他外出に対

するニーズを聞き取る 
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この中で、具体的な内容として１）～５）の詳細は次項で記載する。 

 

 

４
）
移
動
サ
ー
ビ
ス
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
実
施 

【期間】2011 年 12 月以降～2012 年 2 月 

【場所】宮城県石巻市・福島県郡山市及び

その他被災地域と利用者の希望する移動

先 

【対象】避難所、仮設住宅、在宅避難者の

うちの高齢者、障がい者とその家族 

【方法】一般車両を利用した移動支援及び

外出時の介助サービス。それぞれの被災

地域の実情に応じて利用者と取りまとめる。 

【期間】2012 年 3 月 

【場所】福島県伊達郡桑折町、福島県いわき

市 

【対象】福島県桑折町仮設住宅の住民 

【方法】福島交通大型バスを利用したリフレッ

シュツアーに 39 名が参加した。 

５
）
委
員
会
の
実
施 

【期間】2011 年 9 月～2012 年 3 月 

【場所】東京事務局 

【対象】専門性を有する委員長1名と委員5

名 

【方法】事業にかかる基本計画、予定作

成、課題の把握・整理・検討及び事業全体

の進捗管理を行う。東京の本部事務局に

おいて運営委員会を開催する。 

【期間】2011 年 9 月～2012 年 3 月 

【場所】東京事務局 

【対象】専門線を有する委員長 1 名と委員 6

名、オブザーバー1名 

【方法】事業にかかる基本計画、予定作成、課

題の把握・聖地・検討及び事業全体の進捗管

理、報告書作成。東京事務局において運営委

員会を計 7回開催した。 

６
）報
告
書
の
作
成 

【期間】2012 年 3 月 

【場所】東京事務局 

【対象】協力関係機関、団体、対象地域内

外の住民等 

【方法】執筆担当者が作成し、報告書を事

務局から 500 部配布する。 

【期間】2012 年 3 月 

【場所】東京事務局 

【対象】協力関係機関・団体、対象地域内外の

住民等 

【方法】各項目を委員で分担し作成したものを

事務局でまとめ、執筆担当者が作成し、報告

書を事務局から 500 部配布した。 

７
）ウ
ェ
ブ
等
に
お
け
る 

広
報
活
動 

【期間】2011 年 9 月～2012 年 3 月 

【場所】東京事務局を通して全国 

【対象】地域社会や関係者 

【方法】本事業を広く広報するため、事務局

担当者が活動動画を交えて作成し、メール

マガジンやプレスリリース等と連動させて情

報発信を随時する。 

【期間】2011 年 9 月～2012 年 3 月 

【場所】東京事務所を通して全国 

【対象】地域社会や関係者 

【方法】本事業を広く広報するため、事務局担

当者が web、広報誌に活動画像を交えて載

せ、メールマガジンやプレスリリース等と連動さ

せ情報発信を随時した。 
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３ 個別事業 

1） 被災地における事業実施のための広報活動 

 

【実施日】2011 年 11 月 22 日～2012 年 3月 6日  計６回 

【訪問先】岩手県庁観光課、株式会社岩手県北観光、岩手県遠野市、福島交通株式会社、福島県郡山市、

福島県会津若松市、茨城交通株式会社、茨城県北茨城市 他（以下参照） 

【訪問者数】のべ 7名 

 

【考察】  

「被災地における事業実施のための広報活動」が開始できたのは、震災からすでに 8か月が経とうとした頃

であった。 

当協会では、震災直後より被災者の劣悪な避難環境について問題視しており、特に移動手段を失った人々

が、自らの安全の確保や生活再建への道筋、手段を絶たれたままでいることに心身ともに大きな障がいをきた

すと考えていた。 

そうした事実は、被災地についてのみ生じていることではない。つまり、超高齢者社会を迎えた我が国にお

いては身近な高齢者問題として、全国どこにでも生じている事実である。そうしたことが、今回東北を中心とし

た被災地で起きたためにさらに大きくクローズアップされたことであると、平生より身体の不自由な人の外出支

援、介護旅行を通した活動を行っているものには映った。 

こうした点への理解を「被災地における事業実施を行うための広報活動」の基本姿勢として事業を行った。理

由は、復興後も継続性の高い仕事として地域から求められるサービスが提供できるスキルを身につけてもらわ

なければならないと考えたからだ。 

今回の事業で人材育成の対象となる受講生は、①元介護事業者とその関係者、②地元交通事業者とその

関係者らとした。 

関係者とはホームヘルパーやガイド職として非常勤の雇用関係を事業者と結んでいる者等であり、ともすると

雇用が不安定になりがちな職位にある者である。今回のような非常時にはその不安定な要素が顕著に表れ

る。 

したがって、今回の広報活動には経営者クラスも立ち会ってもらうことにした。非常勤の立場にある受講生ら

に新たなスキルを身につけてもらうことにより、事業者と一体となって新たな需要を掘り起こすチャンスを見出し

てもらおうという狙いだ。 

また、1 月に入り盛岡、福島、郡山、水戸に続き、仙台からも受講生 3名が希望を出してきたので、候補者選

定の為の広報活動を追加した。時間の限られた中、当初の予定を上回る育成人員となるが、石巻からの避難

生活者と仙台で被災し避難生活を送る人らのグループからの希望だった為、委員会の理解と承認を得て急き

ょ 3名の追加育成を行った。 

これら３名は現在仙台で外出支援事業を含めた介護事業者として起業を計画しており、今後も当グループ

で支援活動を行う予定でいる。 

また、郡山の訪問介護事業者の非常勤職員である受講生らは、地元高齢者への新たな地域サービスとして、

今回の受講経験、他地域の受講生との連携をさらに活かそうと事業化に取り組んでいる。 

さらに、岩手、福島、茨城の地元交通事業者では受講生に介護スキルを与えるべく、独自にホームヘルパ

ー研修に参加させるなど、引き続き雇用機会創出の為の事業化へ向けた活発な取り組みがみられる。 

今回の被災、特に福島原発の問題で、東北地方の観光は大打撃を受けた。 



5 

 

中でも交通事業者は、修学旅行等の仕事の受注がすべてなくなり、少なくとも今後2年間は壊滅的な状況に

あると思われる。 

一方、自家用車での移動に支障が生じている被災地では、公共交通機関の役割が新たに求められる状況

にあり、その利用者から高齢者を外すことはできない。 

したがって、定期路線バス等の日常の交通サービスに、こうした移動に障がいを感じる高齢者への対応を身

につけた職員を配置することは、地域に支えられる事業を継続する上でも有用であるとの説明を加えたことに

より経営者への理解も深まったと感じた。 

さらに今後2年は続く仮設住宅での避難生活者の移動支援という側面を忘れてはならない。故郷を離れ、集

落での関係性もばらばらとなった人々の心を再び結ぶ術として、いつでも自由に行き来できる移動手段の確

保は重要である。また、寝食を共にするグループ行動、保養としての旅行支援は重要な被災者支援活動とな

る。 

こうしたコミュニティの再生と心身の健康、保養を目的としたリフレッシュ旅行を計画して、受講生らが避難所

に持ち込むことは今後も続けていきたいと思う。仮に旅行そのものが成立しなくとも変化のない避難生活に話

題提供を行うという意味からも支援活動になると考えられている。 

以上のように復興後の地域再生としての移動問題をかかげ、今からその継続性を訴えた広報活動を行っ

た。 
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2） 移動サービス、外出支援人材の育成研修 

① トラベルヘルパー養成講座 

 

【トラベルへルパーの概要】 

トラベルへルパーは、介護技術を身につけた外出支援、旅の専門家である。健康に不安がある人や身体に

不自由がある人の外出希望や介護旅行の支援活動、社会参加による介護予防を行う。 

 

【講座内容】 

・トラベルヘルパー養成講座「E ラーニング」 

・日帰り介護旅行実地研修（2 日間） 

※日帰り介護旅行「実地研修Ａ」では、屋外での車いす操作を学ぶ。いかに安全に、「人ごみ」、お寺や神社

などの「じゃり道」、ＪＲや地下鉄などの公共交通機関の乗り換えを体験する。 

また、車いすに実際に乗ってみて、車いすからの目線を体験し、車いすに乗っている人の気持ちを感じる。 

※日帰り介護旅行「実地研修Ｂ」では、日帰り介護旅行を計画する。与えられたテーマに沿って、実際に楽し

める旅行を企画し、どこに行くか、時間はどのくらいかかるか、公共交通機関のバリアフリー状況、電車賃、ラ

ンチ代、入館料などの値段まで計画する。 

 そして、実際に自分たちで作った「日帰り介護旅行」を体験する。 

・宿泊介護旅行実地研修（2 泊 3日） 

※都市部から公共交通機関を利用し、温泉地の宿泊施設に泊まっての実地研修。空港見学、温泉地まで

の移動、観光地での移動介助、宿泊施設での入浴介助、外出・旅行中のトラブル発生時の対処法などを学

ぶ。 

 

【実施期間】 

「Ｅラーニング」 11 月 1日～ 

日帰り介護旅行実地研修 2 月 4日・5 日：7 名 （11 日・12 日：1 名） 

宿泊介護旅行実地研修 2 月 18 日～20 日：3 名 （3 月 18 日～20 日：1 名） 

【受講生】 

・岩手 1 名、宮城 3 名、福島 3 名、茨城 1 名   計 8 名 

【実施場所】 

Ｅラーニング 各自自宅学習 

日帰り介護旅行実地研修 東京 

宿泊介護旅行実地研修 東京、埼玉 
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(ｱ) 日帰り介護旅行実地研修 A  

【行程】 

9：30～11：00 オリエンテーション あいさつ・行程の確認・座学研修 

11：00～11：10 休憩 車いす点検（空気圧・ブレーキなど） 

11：10～15：45 車いす外出体験学習 段差・スロープ・エレベーター、公共交通機関等 

15：45～16：15 休憩 感想文記入 

16：15～17：00 フィードバック 反省会・アンケート記入 

 

(ｲ) 日帰り介護旅行実地研修B 

【行程】 

9：30～9：45 オリエンテーション 前日の振り返り、研修の流れ、チーム編成 

9：45～11：15 日帰り介護旅行計画 コース作成、行程作成、手配確認、ポスター制作 

11：15～11：30 計画発表 作成した行程の発表 

11：30～15：30 日帰り介護旅行体験 計画した日帰り介護旅行の体験 

15：30～16：00 フィードバック 反省点、感想 

 

～受講生感想～ 

・思った以上に体力や、他者や車いすの方への配慮が必要だと思った。 

・声掛けはした方がいいと思うが、行動が全くともなわず、大変だった。 

・じゃり道は乗っている方も振動が大きく、負担がかかるのがわかった。 

・前輪を上げた時に乗っている人は不安を感じるので、ぶれないように気を付けた方がよい。 

・今日は暖かく素晴らしい青空でしたが、悪天候だったらと思うと…。 

・電車は時間の余裕を多めにとって利用しなければならない。 

・体験してみないとわからないことがたくさんあった。 

・仕事として時間の配分が重要な事が、身にしみた。 

・どんな短時間でもストッパーをかけることを忘れてはいけない。 

・車いすに乗る側の立場になって、振動や下肢の冷たさ、目線の位置、空気の汚れ・臭いの違いなど新しい

発見ができた。 

・エレベーター、電車にも乗って恐かったり、気持ちよかったりした。 

・食事をするとき、周囲の雰囲気、お店の人の対応なども経験できた。 

・人ごみの車いす操作が難しかった。 
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～日帰り介護旅行実地研修 A 受講生感想文～  （※イメージ） 
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～日帰り介護旅行実地研修 Aの様子～ 
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～日帰り介護旅行実地研修 B 受講生感想文～  （※イメージ） 
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～日帰り介護旅行実地研修 Bの様子～ 
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(ｳ) 宿泊介護旅行実地研修 

【行程】2012 年 2 月 18 日～20日実施 

（1 日目） 

9：30～11：20 オリエンテーション 研修の説明、行程の案内、手配確認 

11：50～12：00 昼食 

12：00～12：30 準備 

12：30～14：00 JR 渋谷駅～JR東京駅 東京駅内の見学 

14：00～17：30 東京駅～羽田空港 空港内見学、スカイアシストデスク・スマイルサポートデスク見学 

17：30～18：00 羽田空港～JR 蒲田駅 宿泊ホテルへ 

18：20～19：00 休憩 

19：00～    夕食 

21：30～    ミーティング 反省会、翌日の行程確認 

 

（2 日目） 

6：30～7：45 朝食 

7：45～10：30 JR 蒲田駅～JR 川越駅  

10：30～12：40 川越散策 事前課題で決めた行程で散策研修（昼食） 

12：40～13：00 JR 川越駅～ホテル 

13：30～15：30 入浴介助研修 

15：30～19：00 休憩 報告書まとめ 

19：00～20：00 夕食 

20：30～     フィードバック 反省会、翌日の行程確認 

 

（3 日目） 

7；00～7：30 ブラインド体験 アイマスクをして視覚障がい者体験アテンド体験 

7：30～8：30 朝食 

9：00～11：30 座学研修 

12：00～13：00 昼食 

13：00～13：20 ホテル～JR川越駅 

13：30～15：00 JR 川越駅～JR渋谷駅 

15：30～16：00 フィードバック 反省会、まとめ 

 

～受講生感想～ 

・東京駅は新しくなって、ますますわかりにくく大変だった。 

・羽田空港は広く、通路も進みやすく、設備など便利になっている。 

・自分の手荷物を必要最小限にする。 

・相手の方への心配りが間違わないように手伝いをするということは難しい。 

・エレベーターはなるべくバックで入り、電車は必ず前進で入る。 

・もっと早く研修を受けていれば 2年前亡くなった祖母の願いを叶えられたかもしれない。 

・路面のデコボコ、エレベーターの乗り込み、少しの段差も見極めが必要。 
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・電車での立ち位置、エレベーターの入る位置を速やかに見極めたい。 

・前日の下見ができるなら、した方が翌日の移動がスムーズ。 

・常に安心・安全が最優先。 

・移動の際は時間配分も考える。時間の余裕が大事で、時間に余裕がないことは危険につながる。 

・駅での誘導をお願いする場合、駅員さんには要点はしっかりと 2回、確認の意味でお願いをする。 

・視覚障がい者研修では、階段の下りがすごく怖い。 

・ブレーキのかけ忘れを注意しなければならない。 

・「相手の気持ちになって命を預かる」を忘れず行動する。 

・スロープのない駅で、焦らずスムーズに行動する。 
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～宿泊介護旅行実地研修 受講生報告書～  （※イメージ） 
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～宿泊介護旅行実地研修の様子～ 
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(ｴ) 運転者講習 

 

【目的】 

被災地では様々な要因が複合的に作用して外出が困難となり、閉じこもりがちな生活を余儀なくされている

方たちがいる。こうした方たちの生活に必要な外出手段としてドアツードアの移動サービスの必要性が高まっ

ていることを受け、本事業に、全国移動サービスネットワークによる「国土交通大臣が認定する自家用有償運

送の運転者向けの講習（認定講習）」を組み込み、移動サービスの担い手を増やすことを目的とした。 

 

【実施日】 

2012 年 3月 3日（土）・4 日（日） 

【開催場所】 

（1 日目）講義 

「総合福祉センター」 福島県郡山市  

（2 日目）講義・実技 

「郷さくら美術館」 福島県郡山市 駐車場 

 

【受講人数】8 名 

 

【講座内容】 

（１日目） 

9：30～10：20 移動サービス概論  

10:30～11:20 利用者理解 

11:20～11:50 セダンの利用者理解 

11:50～12:40 昼食 

12:40～14:10 接遇・介助 

14:10～14:30 セダンの接遇・介助 

14:40～15:30 運転について 

15:30～16:00 福祉車両 

16:10～17:00 リスクへの備えと対応 

 

（２日目） 

9:00～9:30 福祉車両（実技） 

9:40～12:50 ２班に分かれて介助実技＋セダンの介助実技、運転実技 

 

【講師】山本憲司・佐々木将純・秋山糸織 

（全国移動サービスネットワーク認定講師）  
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～受講者感想 

・車いすを使用しての階段昇降研修は体で感じる事ができた。 

・運転実技、接遇・介助、セダン介助実技などの演習では、1 つ 1つ確実に車いすを確認しながら作業して

いかなければならない。 

・少しの段差も車いすだと大きく感じる。 

・車いす利用者により後方に死角が生じる。 

・コミュニケーションによる声かけが大切。 

・利用者の安心・安全を守ることを常に心がけできるようにする。 

・リスクを意識する。 

・「バイスティックの 7原則」（個別化の原則、自己決定の原則…等）を意識する。 

・移動サービスの利用者を理解する。 

・利用者様への接遇と気配り、サービスとは何か等という点が重要。 

・運転実技では固定ベルトの装着や実際に車いすの利用者様を乗せてのブレーキのかけ方や発進や声掛

けの仕方、利用者様が車内でどんな視野を見るのか、死角などはとても勉強になった。 

・様々な障がいを持った利用者様セダンに乗せる介助方法や、残存機能をいかに活用してもらえるように声

掛けをするかなど、とても必要で忘れてはいけないことと痛感した。 

 

【考察】  

トラベルへルパー養成講座においては、外出時での車いす操作方法や実際に車いすに自ら乗ることで車い

す利用者の体験ができたことなど、普段の生活では体験できない事や、施設・在宅内での介護だけでは体験

できないことが学べた。 

受講生の半数は介護従事者であり、介護経験がある人が多かったが、受講生の感想からも読み取れる通り、

施設在宅とは違う『屋根のないところ』での介助はまた新鮮な学びになったのではないか。 

また運転者講習は、２日間の移動サービスに関する講義と実技を経て、全員が修了証の交付を受けることが

できた。講習冒頭に、講師が受講者に、自分の暮らす地域にどのような移動サービスがあるか質問したところ、

移動サービスの内容を詳しく把握している人は少なかった。震災以前、自分の力で外出できなくなった場合、

家族・親族の支援をうけることが当たり前であった地域では、移動サービスという社会資源は育ってこなかった。

また、市民活動の移動サービスは、２００６年の道路運送法改正にともない、有償のサービスを開始することの

ハードルが上がり、新たに参入する団体が増えにくくなっているといったことが、認知度の低さに繋がっている

と思われる。しかし、講義が進むにつれ、受講者の中に、すでに車による外出支援の取組を試行的に行なっ

たことのある人や、今後移動サービスに取り組む計画を持った人が含まれていることが分かった。この受講生

らはサービスの実施主体として必要な知識と技術、資格を本講習で身につけ、今後活用できることとなった。

その他の受講生とっては、トラベルヘルパーとして移動サービスを利用する際に役立つ内容を学ぶことができ、

また自らが所属する事業所の業務にさまざまに活かせる新しい知識と技術を得ることができた。 

今後、通院・通所・諸手続といった「いかねばならない外出」から、知人との交流や旅行などの「いきいきとし

た生活のための外出」を実現するために、トラベルヘルパーや移動サービス等の中間支援組織、観光産業が、

「外出」をキーワードに連携していくことが重要と思われる。トラベルへルパー養成講座・運転者講習の教育研

修が、それぞれ岩手・宮城・福島・茨城の受講生が繋がりコミュニケーションを取り情報交換の場としても活用

できた。 
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被災地で移動サービスが必要となる理由 

 

今回講習で使用したテキスト「移動サービス（自家用有償運送）認定 運転者講習テキスト」（第２章・移動

サービス概要）によると、移動が困難になり、移動サービスを必要とする理由は身体面・地域面・利便性・経

済面・生活面・精神面・意欲面、それぞれの要素が複合的に存在するとされている。被災地においては、移

動が困難となった理由として以下のようなことがあげられる。 

・身体面：不自由な避難暮らしや環境の変化にともなう身体機能が低下している、仮設住宅の砂利道や段

差等が外出を阻み介助技術を伴う移動手段が必要である。 

・地域面：公共交通機関が再開していない、仮設住宅が移動に不便な地域にある。 

・利便性：公共交通機関の運行本数が少ない、運行時間が目的の時間と合わない、目的地に便利な交通

経路がない。 

・経済面：目的地までの料金が高いためタクシーを利用できない、今後の生活の見通しが立たないためで

きるだけお金を節約したい。 

・生活面：移動を支援していた家族の死亡、家族との別居、生活時間の変化等により、希望どおりの外出

の支援を受けられない、情報が入手できず新しい居住地域の交通手段を使いこなせない。 

・精神面：周囲の人の目を気にして自由に外出できない、忙しい家族へ支援を依頼することへの気兼ねを

感じる。 

・意欲面：被災により外出したい行き先、共に外出したい人をなくし、外出の意欲自体が低下している、

様々な生活課題があり外出を楽しむ精神的な余裕がもてない。 

 

そもそも地方においては、都市に比べて人口密度が疎であるため、生活していくための町の機能は分散

している。そのため、マイカーへの依存が高く、１世帯において複数台数、車両を所有することが多かった。

被災により車両を失い、再度入手するにあたっては、就労世代が優先され、日中仮設住宅に残っている方

の分は後回しとなった。 

仮設住宅では、駐車場の台数の割り当て制限もあり、駐車場を確保できない場合は、車両取得が難し

い。 

 

こうした数々の理由により、生活における移動が難しい方が数多く生まれ、被災地支援活動の報告会など

で、移動サービスの担い手の育成は大きな課題としてあげられることが多い。 
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～教育研修受講生からのアンケート調査結果～ 

 

トラベルヘルパー養成講座に関するアンケート 集計表 

 
      団 体 名： 特定非営利活動法人 日本トラベルヘルパー協会 

助成事業名： 高齢者の外出移動支援サービス人材育成事業 

実 施 日： 平成 24 年 3 月 4 日 

助成事業の形態： ①研修会・講習会・養成講座等の開催 

      利用者数： 9 名 

    
      回答者数： 9 名 

 

回答率（％）： 100.0% 

 
      
      ≪設問１：今回のトラベルヘルパー養成講座の内容全般について、ご満足いただけまし

たか。≫ 

      とても満足 8 

    満足 1 

    やや不満足   

    不満足   

    計 9 

    

      ≪設問２：（１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。≫ 

    

（複数回答可）  

役立つ情報が得られた 7 

 日頃の生活や活動に役立った 8 

 スキルアップにつながった 8 

 他の参加者との交流・情報交換が図られた 9 

 抱えていた問題・不安の解消につながった 4 

 その他   

 計 36 

 
      【その他良かった点（主なもの）】 

    ・人に対しての気遣いも、色々な立場・見方で変わってくる。回答も一つではないというこ

とを学んだ。 

・介護車など特定な事例について実技出来たことがとてもよかった。 

・今後の活用のアドバイスなどを得ることができた。 

・Ｅラーニングでは基本的な事も勉強でき、実技では今までやったことのないこともたくさ
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ん学べた。あまり実践できない部分もたくさんあるので、今後は今回学んだことを活かせる

よう経験を積んでいきたい。 

・旅行のことは未知だったので勉強になった。旅行に興味を持ったのと旅行のパンフレット

を見る目も変わった。 

・鉄道を使っての移動や、建物を使っての色々な研修、トイレ・お風呂・視覚困難な人たち

の目線が分かり勉強になった。 

      役立つ情報が得られなかった   

 日頃の生活や活動の参考にならなかった   

 スキルアップにつながらなかった   

 他の参加者との交流・情報交換ができなかった   

 抱えていた問題・不安の解消につながらなかった   

 その他   

 計 0 

 
      【その他良くなかった点（主なもの）】 

   ・Ｅラーニングを 1週間で行ったので辛かった。 
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3） 仮設住宅訪問活動 

 

【目的と概要】 

（目的） 

仮設住宅で避難生活をおくる方、特に閉じこもりがちな高齢者に外出支援を行うことで、交流と社会参加の

機会を創出し、健康維持につなげることを目的とする。これにより高齢者の健康を維持向上させるとともに、被

災地域へ出かけることによる消費から地域経済を活性化し、復興へ繋げるものである。 

特に介助が必要な高齢者については、介護サービスにも精通したトラベルヘルパーのノウハウを活かすこと

で積極的に参加を促すことを目的とする。 

（概要） 

2011 年 11 月に開催された委員会の時点で、仮設住宅でのニーズ聞き取り調査は、仮設住宅の住民にとっ

ては、今までにたくさんの調査やアンケートがある中で、負担となるのではないかという結論となった。 

そこで、仮設住宅の住民を対象とした「スパ・リゾートハワイアンズ」への日帰りツアーを企画し、そのチラシを

トラベルへルパー受講生が仮設住宅で配る。チラシを配布しながら、その場で「ツアーに関してどう思うか」、ま

た「こういったツアーがあれば今後も参加したいか」、という意向を聞き取りながら、その中で日常の移動に関し

て困りごとはないか等の意見を聞き取ることにした。 

そして、ツアーが実施された際は、トラベルヘルパーとして同行し、支援することで、介助が必要な人でも参

加することができる体制を整えた。 

 

【福島県】 

【調査者】福島市から受講 八巻ひろえ氏 

【実施日】2012 年 1月 24 日（火）～2012 年 3月 1日 

【訪問先】福島県伊達市桑折駅前仮設住宅 

【避難者地区】福島県浪江町、双葉町地域からの避難住民 

 

訪問件数 約 200 件 
     

会った人数 48 名 
     

１）ツアーに関するコメント 
     

・一人でも参加してみようかな。 

・自分達は「浜通り」出身なので、何回もハワイアンズにはいった事があるから…。 

・何もかも持ってこられるわけではないので、行く気持ちになれない。 

・タダなら行く。 

・娘がいわきにいるので、日程があえば行ってもいい。 

・ハワイアンズもどのように変わったから見ても良い。 

・行きたいけど、家族が介護施設に連れて行かなければならない。 

・いろいろと忙しい。 

・借り上げに住んでいる人も参加できるのか？ 

・気の合った人たちで参加してみようかな。 
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２）ツアー以外の外出ニーズ 
     

・避難している孫に会いたい（山梨）。 

・外出するには、このあたりは便利なところだ。 

・中には自ら新聞の情報を見て、旅行している人もいた（これは抽選で当選した）。 

・いろいろな情報を聞くと、交通費が無料で弁当が出たりするところなら、ヒマなのでどこにでも

行ってみようかと積極的な方もいる。先日は東京に行ってきた。 

       
３）外出に関して困っていること 

     
・今となっては特にない。だいぶ前より落ち着いてきた。 

・雪が多い。 

       
４）その他 

      
・仮設住宅の所に飲食店（？）らしきものができたので、ここにきて話をするようになった人と、

お茶又はコーヒーを飲みに行ったりしている。 

・外に出ている人はいつも同じメンバー。家の中にいる人とはなかなか話す機会もない。 

・カラオケ好きな人同士話が合って、たちまち仲間ができた。 

・県外の方から布のぼろきれを送っていただけるそうで、これでパッチワークをする。 

 

【調査者】郡山市から受講 舟木みつえ氏／吉田圭子氏／（鈴木翔子氏）／森野さとみ委員（アテンド） 

【実施日】2012 年 2月 6日（月）～2012 年 3 月 18 日（日） 

【訪問先】福島県郡山市の富田仮設住宅、ビックパレット隣仮設住宅 

【避難者地区】福島県双葉町、富岡長、川内村からの避難住民 

 

訪問件数 337 件 
     

会った人数 192 名 
     

１）ツアーに関するコメント 
     

・有料でも行きたい。 

・有料でバスを出すことは反対。 

・有料でバスを出すなら、郡山の自治会は一切責任を持たない。 

・協力しない。 

・リフレッシュするような気分ではない。 

・値段が高い。 

・お金のかからない方法で行きたい。 

・無料なら。 

・今の状況が落ち着いたらバス旅行も行きたい。 

・旅行するような状況ではない。 

・富岡町の所有するバスを利用して自分たちで行って来られるので、わざわざ高いお金を払

ってまで行かない。 
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２）ツアー以外の外出ニーズ 
     

・埼玉の友人に会いに行きたい。 

・お墓参りに行きたい。 

・避難している子供たちに会いに行きたい。 

       
３）外出に関して困っていること 

     
・買い物・通院などにタクシーでは負担が大きい。 

・買い物に出かけたおばあさんが事故で亡くなった。 

・買い物が遠くて大変。 

       
４）その他 

      
・集会所に足を運ぶ人も同じ人ばかり。 

・町村ごとに抱えている問題が違う。 

・川内村は帰村宣言の件でごたごたしている。 

・さみしい思いをしている人がたくさんいると思う。 

・（絆カフェ富岡では）春に桜の花見を計画している。 

・情報収集はテレビか仮設のメッセージボードのみ。 

 

各自治体に関して～森野さとみ委員の所見～ 

・郡山の富田町にある仮設（東北歯科大学の下）は、福島県富岡町、川内村、双葉町の３町村がひとつの地

域に入っていて、４５０軒以上の巨大な仮設住宅には、それぞれの集会場が設置されているものの、一番寒い

この季節に出歩いている人は、ごくごくまばらで、集会場に足を運ぶ人達も同じ顔ぶれが多かったように感じら

れた。また、それぞれ町村ごとで抱えている問題も違うのを目の当たりにして、まだまだ楽しむ、リフレッシュす

る・・・という事に抵抗があるようにも感じた。 

・３町村が入っている仮設全ての中心窓口となる「おたがいさまセンター」（ここは富岡町運営だが、川内村、

双葉町住民も利用可能で、チラシ配布でも受付後に腕章を貸してくれて不審者でない証明としてくれた）が、

我々のチラシ配布をした頃には開設準備で忙しく、富岡町の自治会の関係者には日帰り旅行に興味を持って

もらえるも、忙しくなかなか話が進展しなかった。  

・川内村の自治会長も、集会場に集まる方々から意見をまとめ、結果「日帰り旅行も良い事だと思うが やは

り値段が高いから集まらないよ」と、直接電話連絡をもらった。特に川内村は、現在の郡山市内の放射線量より

も線量が低い事もあり、遠藤村長が４月に帰村宣言を出し、仮設住宅の住民からの声は「やっと今の仮設にも

慣れて、便利な郡山でもいいのに、帰村しても結局趣味の畑仕事もできず、店や病院もまばらで車のない高

齢者には戻る意味がない」と、帰村宣言にとまどいを感じている人が多いように感じられた。今後もずっと外部

の除染は行うだろうが、１年間ほったらかしにした家の中はキノコやカビが生えたような半壊状態になっている。

家の中の線量の問題にも大きな不安を持っていて、帰村する場合は家の修理費などお金がどれほどかかるか

わからない状況での日帰り旅行は有料だと難しいと感じた。 

・双葉町は舟木氏・吉田氏が足しげく通い聞き取りした結果、役場では大変前向きに考えてもらったが、やは

り最後は自治会長の判断という事で「有料での日帰り旅行は、一切協力は難しいが、個別に有志で催行させ

るのは問題ない」とのことであった。先日のニュースでも報道されたが、双葉町は今後福島に戻る事を現時点
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では断念して、他県に双葉町を作る構想があり、同じ仮設住宅の中でも、それに賛成派・反対派に分かれて

いるなど、埼玉県の仮設住宅の住民は主に他県移住に前向きな方が多いようだった。 

・郡山のビックパレット隣にある富岡町と川内村の仮設住宅は、集会所と生活相談員の詰め所などを訪問し

たが、やはり社会福祉協議会や自治体は「一切協力しないが個別に責任をもってチラシ配布はかまわない」と

許可をもらって配布した。富田町の仮設のように、チラシ配布の際に腕章のような目印になるものが何もないた

めに、巡回中の警官に「部外者立ち入り禁止」と、注意されたので、個別訪問は断念した。 

 

【岩手県】 

【調査者】岩手県から受講 廣内幸得氏 

【実施日】2011 年 12 月 21 日（水）～2012 年 3月 16 日（金） 

【訪問先】田野畑村高校仮設住宅、田野畑村中学校仮設住宅、田野畑村アズビィホール仮設住宅 

 

訪問件数 15 件 
     

会った人数 48 名 
     

ツアーに前向きな人 16 名 
     

１）ツアーに関するコメント 
     

・あまり旅行は行った事がない（面倒）。 

・もう少し落ち着いたら温泉などに行きたい。 

・ツアーが盛岡発とか、宮古発が多く、参加したくとも、参加できない（人数がまとまらない）。 

・旅行に使うお金があれば貯金しておく（先行きが不安）。 

・費用が安くて、田野畑の仮設から出るようなツアーがあれば参加してもいい。 

       
２）ツアー以外の外出ニーズ 

     
・通院。 

・カラオケに行きたい。 

・買い物に行きたい（盛岡や八戸など遠出したい）。 

・自宅跡やお墓参りに行きたい。 

       
３）外出に関して困っていること 

     
・三陸鉄道が不通のため、通院が不便。 

・三陸鉄道が早く開通になるとよいが、仮設住宅から駅まで遠いので不便。 

・寒くなってきたので、歩いてでかけるのが億劫。 

・人に頼むのを遠慮して、なるべくでかけないようにしている。 

       
４）その他 

      
・特に出かける用事もないが、仮設住宅には知り合いが近くにいるので、何かあれば頼めるの

で安心。 

・今は仕事とか住むところが早く決まらないと、遠出をする気分にはなかなかなれない。公営

住宅の整備など急いでほしい。 
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【宮城県】 

【調査者】宮城県から受講 平美惠子氏／須田美和子氏／北村邦夫氏 

【実施日】2012 年 2月 6日（月）～2012 年 3 月 22 日 

【訪問先】石巻市、仙台市、名取市 

 

訪問件数 13 件 
     

会った人数 45 名 
     

ツアーに前向きな人 2 名 
     

１）ツアーに関するコメント 
     

・イベント会場などで顔見知りになった方など、日帰りの近場の温泉にでも行けたらいいのに。 

・いくらぐらいの料金なら旅行に行けるのかと尋ねたところ、少し困惑し、2,000～3,000 円なら

いけるかもしれないとのこと。 

・震災から 1年経つが、日々の生活をしていく頃で今は精一杯。 

・そこまでの余裕がまだない。 

・今は何もなくなってしまったので生きるのに必死。 

・認知症の家族を置いて出かけられない。 

       
２）ツアー以外の外出ニーズ 

     
・自分の目で見て買い物をしたい。 

・病院に連れていって欲しい。 

・映画を見たい。 

・散歩したい。 

・友人、親戚の家に行きたい。 

・お墓参り。 

       
３）外出に関して困っていること 

     
・認知症の母親がいるので、思うように外出できない。 

・ガイドヘルパーにしてもらうことが限られているので、大きな買い物などをしてもらうことができ

ない。 

・車が流されたので、買い物に困っている。 

・外出以前の問題で、まずその気分になれない。 

・車がない。 

・病人を一人でおいていけない。 

・出かけたいが、一人では不安。 

・知らない土地なので、店がどこにあるかわからない。 

・散歩をしたいが、一人では不安。 

・足腰が悪いので、なかなか外出できない。 

 

４）その他       
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・これからどうしたらよいのかを考えると気が重くなってしまう。 

・住宅もまだ泥が残っている状態で、身内にも不幸があるので、とてもいろいろなことを考える

気になれない。 

・やっとイベントに友人 3人と初めて外出した。 

・仮設住宅は狭いので、家族だけで生活するのが精一杯。荷物を仮設住宅に運んでこられな

い。 

・今まで広い家に住んでいたが、仮設住宅は狭くとってつけた感じでまさに"仮設"で住まいと

は言えないが、（住み移る）家がない。 

・仮設住宅内の集会所に集まって、みんなで小物類を作って、それを売って自分たちの小遣

いにし、生活の足しにしたい。 

・楽しく笑って前向きに過ごしたい。 

・気分がもりあがらない。 

・凍って水道が出ない。住居も凍っている。 

・親戚の所にしばらく住んでいたが、だんだん精神的に居づらくなり、仮設住宅に来た。皆が

同じ境遇なので、「これだったらすぐに来た方が、どれだけ気が楽だったか」と感じた。 

・何もすることがないのでパチンコをしている。 

 

【茨城県】 

【調査者】茨城県から受講 高安美加子氏 

【実施日】2012 年 2月 17 日（金）～2012 年 3月 6日（火） 

【訪問先】北茨城 NPO法人ウィラブ北茨城／雇用促進住宅内「あすなろ会」 

【避難者地区】北茨城市 

訪問件数 2 件 
     

会った人数 9 名 
     

１）ツアーに関するコメント 
     

・福島の事例を参考に、茨城では偕楽園の梅まつりにあわせた企画を別に提案してみたい。 

 

２）ツアー以外の外出ニーズ      

・旅行の積立をしている。 

       
３）外出に関して困っていること 

     
・以前は海岸近くに住んでおり、買い物も便利な所だったが、雇用促進住宅は山中にあるた

め、買い物にも車が必要。 

・タクシーで買い物に行くが、1 回 9000 円もかけて行っている。 

・心臓に持病があり、歩いての外出は息が切れて大変。車いすなどが使えれば外出の幅も広

がる。 

       
４）その他 

      
・自分たちの中でトラベルヘルパーのような資格を持っている人がいれば、介助が必要になっ
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た人が周りにいた時に便利だと思う。 

・たまたま避難所が同じになった人で、震災以前は交流もない人だったので、引きこもる状態

だった。 

・あすなろ会を発足した当初は誰も来なかった。 

・あすなろ会では一人一人が得意とする分野で力を発揮し、自分たちで頑張ろうという前向き

な人たちばかり。 

・PAL システム、日本財団、さわやか福祉財団の支援を受け伊香保温泉、東京ディズニーラ

ンドへの旅行を実施。 

 

【考察】 

 今回、福島県においては「スパ・リゾート ハワイアンズ」、福島県郡山市ではそれに加え「東洋健康センタ

ー」へのリフレッシュツアーを企画し、作成したチラシを持って仮設住宅を訪問した。福島県内での仮設住宅

訪問活動については、ツアーへの参加を促すと共に、会話の中で日常生活の中での移動・外出について困り

ごとがあるか、またその困り事の原因は何かを聞き取った。結果、福島県伊達郡桑折町仮設住宅においては、

「スパ・リゾート ハワイアンズ」のツアーに39名の参加者が集まった。ツアーについては次項で詳しく記載する

が、こういったツアーを通して同じ福島で頑張る仲間を応援するとともに、自分たちも元気になって気分をリフ

レッシュしたいということが「一人でも参加したい」という人の意見から表れている。 

 一方で、外出に対するニーズについては、福島県に限らず他県においても震災から1年が経つが、これか

らの生活に不安を持ち、旅行・外出でリフレッシュするような気持にはなれないという意見も多い。 

 特に日常生活の中での移動・外出ニーズとしては、買い物、通院、お墓参り、避難している家族（親戚）・友

人に面会したいというような要望があがっているが、車がない、病人・要介護者を置いていけない等の理由で

移動・外出が困難な人がいることがわかる。 

「自分たちの中でトラベルヘルパーのような資格を持っている人がいれば、介助が必要になった人が周りに

いた時便利だと思う」（北茨城 雇用促進住宅）という声からもわかるように、トラベルへルパーという存在を知っ

てもらい、外出支援や移動サービス技術を持った人が被災地で育つことにより、新たなネットワークが構築され、

ボランティアや関係者が増え、継続的な移動サービスが可能となるのではないだろうか。 
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～受講生報告書～（※イメージ） 
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4） 移動サービス、外出支援サービスの実施 
① 福島県福島市・郡山市仮設住宅の居住者を対象としたバスツアーの実施 
～「スパ・リゾート ハワイアンズ」日帰りバスツアー～ 

 

【実施日】2012 年 3月 7日（水） 

【行先】福島県いわき市 スパ・リゾート ハワイアンズ 

【参加者】福島県桑折駅前仮設住宅の方 39名 

【目的】 

 仮設住宅で避難生活をおくる人、特に閉じこもりがちな高齢者に外出支援を行うことで、交流と社会参加の

機会を創出し、健康維持につなげてもらうことを目的とする。これにより高齢者の健康を維持向上させるととも

に、被災地域へ出かけることによる消費から地域経済を活性し、さらに雇用創出することで復興へ繋げようとす

るもの。 

 特に介助が必要なお年寄りの参加については、介護サービスにも精通したトラベルヘルパーのノウハウを

活かすことで積極的に参加を促すもの。 

【ツアー名】 

自分を元気にしよう！福島の仲間を元気にしよう！みんな一緒に元気プロジェクト『スパ・リゾート ハワイアン

ズ～日帰りリフレッシュ旅行～ 

【行程】 

 桑折駅前仮設サポートセンター（08：00 発）⇒『スパ・リゾート ハワイアンズ』（10：15 頃着、16：00 発）⇒桑

折駅前仮設サポートセンター（18：00 頃着） 

【報告】 トラベルへルパー受講生 八巻ひろえ氏 

桑折の仮設、7時 40分配車だが、20分前には到着。すでに4名が待っていた。ラジオ体操の頃にはいたそ

うで、行く気満々。徐々に集まり始めTV局（福島放送）も来た。午後6時の放送なのでバスで見られた。石川さ

ん（桑折仮設副自治会長）はこれまで集客に協力頂いた。 

 予定時間の 8時に出発し、高速道路での移動。NHKの番組「あさイチ」で浪江の人が映るということで朝ド

ラの「カーネーション」と撮影収録したものを車内で見た。夕方は今日の出発の様子とハワイアンでの様子が放

送され、きっと良い思い出になるだろう。郡山市の NPO法人あっとホームサービスの森野委員がテレビ局に連

絡してくれたことに感謝。 

 車内はガイドの歌、お話、お茶タイムと 2時間30分位でいわきに到着。前とは玄関が変わり、エレベーター

で移動。脇のスロープを使うと下の売店に行ける。控室に案内されると、お風呂に行く人、談話する人、見学に

行く人それぞれであった。11 時 30 分からはバイキングで昼食。そしてタヒチアンショーが 13 時 30 分から開演

された。皆が魅了されていた。 

舞台に上がっての体験ショーがあったが、浪江の人はガイドと同じく控えめな人ばかりで、舞台に上がれれ

ばテレビに撮りたかった様子。 

福島放送の記者は、その代りに控室での様子を撮っていた。お土産も買って心置きなく 15時 30分に出発。

カラオケとふるさと浪江の歌を歌い、安達太良サービスエリアまではよかったが、その先高速道路の二本松か

ら通行止め。2時間、到着は遅れたが、綾小路きみまろの DVD をみて皆大きな声で笑っていた。トイレは長時

間乗車していたため、桑折駅西口を利用してもらった。桑折仮設へ着くと自治会長が待っていた。20 時 20 分

頃到着。無事終了した。 
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【考察】  

別資料でのアンケート結果でもわかるように、参加者のツアー満足度は高いものになった。同じ福島県内で

もスパ・リゾートハワイアンズに初めて行く人が多いのは意外ではあったが、「とても満足」、「満足」を選んだ人

が大多数を占め、温泉よりもフラガールショーを見て感激した人が多くいた。また、「気分転換」「ストレス発散」

にも効果的である事を多くの参加者が自覚し、「また参加したい」「旅行に行きたい」という外出意欲も引き出す

ことができた。 

出発前の調査では「とてもリフレッシュする気分にはなれない」という意見もあったようだが、バス車内では被

災者同士がふれあいの機会をもち、励まし合うことは、今回のツアータイトルのように「みんな一緒に元気」プロ

ジェクトにすることができたと思う。 

また、車いす利用等の要介助者の参加はなかったが、トラベルヘルパーが同行する事で安心感をも持って、

安全・快適な旅を提供できた。 

高齢者が外出する事により、疲弊した観光地を活性化させ、消費を増やすことができれば当然ながら被災地

の雇用創出にもつながっていくと考えられる。 
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～参加者のアンケート～ 

 

福島応援 みんな一緒に元気プロジェクト 

スパ・リゾートハワイアンズツアーに関するアンケート 集計表 

      団 体 名： 特定非営利活動法人 日本トラベルヘルパー協会 

助成事業名： 高齢者の外出移動支援サービス人材育成事業 

実 施 日： 平成 24 年 3 月 7 日 

助成事業の形態： ⑤その他 

      利用者数： 39 名 

    
      回答者数： 39 名 

 

回答率（％）： 100.0% 

 
      
      ≪設問１：本日の「スパ・リゾートハワイアンズ日帰り旅行」の旅行全般について、ご満足いただ

けましたか。≫ 

      とても満足 18 

    満足 19 

    やや不満足 0 

    不満足 1 

    計 38 

    

      ≪設問２：（１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。≫ 

      スパ・リゾートハワイアンズが楽しかった 3 

   温泉 7 

   プール 1 

   フラガール 29 

   食事 10 

 バスの車内が楽しかった 16 

 リフレッシュできた 14 

 他の参加者との交流・情報交換が図られた 7 

 その他   

 
     

     ・車内のガイドさんお機転がよく、楽しかった。 
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・温泉、館内とても暖かくすっかり暖まった。 

・リフレッシュできました。 

・今注目のフラガールショーを生で見ることができた。温泉・サウナに入れたから。 

・車内が楽しくバスガールが良かった、この次もお願いします。 

・友達と話ができた。 

・雪の所から東北のハワイに雪が無く暖かさ、心のリフレッシュができた、後日日帰りの

旅の企画を。 

・以前は自分の子供たちが小さいころに来ましたが、今回は自分が楽しむために来られ

ました。 

≪設問３：（１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったです

か。≫ 

      スパ・リゾートハワイアンズが楽しくなかった 4 

 リフレッシュできなかった 0 

 他の参加者との交流・情報交換ができなかった 1 

 その他 0 

 
      【その他良くなかった点（主なもの）】 

   ・あんまり暖かくなかった。 

      ≪設問４：今回のツアーにお申込みいただいた理由をお聞かせください≫ 

   

（複数回答可） 

  地元福島を応援するため 16 

 ハワイアンズﾞに行ってみたかったから 21 

 募集チラシがよかったから 4 

 料金が安かったから 2 

 トラベルヘルパーが同行するから 5 

 その他 0 

 
      【その他申込み理由を具体的に教えてください】 

  ・気分転換をしたかった。 

・何十年ぶりにハワイアンズに来た。 

・石井さんの人格がよく誘われたから。 

・私の周りの人が行くので。 

・八巻さんとの出会い またよろしく。 

・となり近所と相談して、みんなで行こうという事になりみんなで楽しむ。 

・仮設生活の中でも 1日 1日を大切にして思い出をつくっていきたいから。 

・石井さんの声かけに。 
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・引きこもりがちな日常でしたので、最近になってやっと外を見る気持ちになりました。 

・石井さんがよかったから。 

      
≪設問５：今後もこのようなツアーがあったら参加したいと思いますか≫ 

    

（複数回答可） 

参加したい 15 

 行き先によっては参加したい 21 

 予算内の旅行代金であれば参加したい 3 

   ～5,000 円 1 

   5,001 円～10,000 円 3 

   10,001 円～20,000 円 3 

 参加したくない 0 

 
      ≪設問６：次回「三春町 滝桜」の日帰りツアーをキック明日場合についてご意見をお聞

かせください≫ 

      参加したい 18 

 参加したくない 10 

 計 28 

 
      【それぞれの理由を具体的に教えてください】 

  ・気分転換したいから。 

・移動が大変だから。 

・今までチャンスが無かった。 

・行ったことがありますので。 

・一度も行ったことがないから。 

・何回も行っているから。 

・その時がこなければ今はわからない。 

・よく行っていたので（参加したくない）。 

・見に行ったことがあるので（参加したくない）。 

・時期、天候もあるので、それぞれをみて行きたい。 

・何回も行っている（ので参加したくない）。 

・何回もみているから（参加したくない）。 

≪設問７：今回のツアーを皆様はどのように感じましたか。≫（複数回答可） 

      とても元気になった 8 

 気分転換ができた 29 

 ストレス発散になった 10 

 有意義でなかった 0 
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【有意義でなかった場合の理由を具体的に教えてください】 

 ・ 

      ≪設問８：これからも笑顔の自分に会うためにどんなことをやりたいですか。≫ 

私どもはこれからも積極的に福島の応援を続けてまいります。皆様のお声はこれからの

応援をカタチにしていくための参考になります。率直なご意見をお聞かせください。 

・県内の観光地はとても疲弊していると、少しでも応援したいと思っています。 

・福島のために。 

・一泊以上の旅行が必要。 

・企画者の笑顔はとても影響すると思います。 

・又日帰り旅行に行きたい、とても良い。 

・湯湯治みたいな旅行なら参加しても良い。 

・安全運転をされた運転手さん、添乗員さんの細かい心配り、ガイドさんの楽しいお話

し、本当に楽しい一日でした、ありがとうございました。 

・皆の声を聞き、コミュニケーションが図られた。 

・自分。 

・日帰り旅行の企画を。募集に応援致します。八巻さんありがとう。 

・仮設で生活して半年以上たちますが、この様に一緒に出掛けて初めて名前を覚えるこ

とができますので、ぜひこれからも参加したいと思います。 

・旅行などにはなるだけ出ることにしていきたい。 

・バスガイドさん、大変良かったです。 

・美人に会いたい。 
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委員会の実施 

② 運営委員の構成 

 

役職名 氏名 所属 

委員長 篠塚 千弘 株式会社 SPI あ・える倶楽部 

委員 柴田 亮 株式会社 経営共創基盤 

委員 秋山 糸織 杉並区移動サービス情報センター「もび～る」 

委員 森野 さとみ NPO法人 あっとホームサービス 

委員 常木 悟 株式会社 SPI あ・える倶楽部 

委員 篠塚 恭一 NPO法人 日本トラベルへルパー協会 

委員 西野 佳名子 NPO法人 日本トラベルへルパー協会 

オブザーバー 酒巻 秀利 株式会社 法研 

事務局 篠塚 登紀雄 NPO法人 日本トラベルへルパー協会 

事務局 伊藤 絵美 NPO法人 日本トラベルへルパー協会 
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③ 運営委員会開催日程・内容 

 

第 1 回 WAM運営委員会 

2011 年 9月 27 日（火） 16：00～19：00 

場所：トラベルへルパー協会ミーティングスペース 

【出席者】 

西野佳名子／篠塚恭一／篠塚千弘／常木悟／篠塚登紀雄／伊藤絵美 

【協議・検討内容】 

1.委員選出 

2.関連団体選出 

3.事業計画立案 

 

第 2回WAM運営員会 

2011 年 10 月 31 日（月）13：00～15：00 

場所：トラベルへルパー協会ミーティングスペース 

【出席者】 

篠塚千弘／森野さとみ／秋山糸織／柴田亮／常木悟／篠塚恭一／酒巻秀利 

篠塚登紀雄／伊藤絵美 

【協議・検討内容】 

1．メンバー紹介 

2．事業計画、スケジュール確認 

3．事業計画「3．関係者間の連携体制づくり」について 

4．次回運営委員会日程について 

 

第 3回WAM運営委員会 

2011 年 11 月 26 日（土）13：00～15：00 

場所：トラベルへルパー協会ミーティングスペース 

【出席者】 

篠塚千弘／森野さとみ／秋山糸織／柴田亮／西野佳名子／常木悟／篠塚恭一 

酒巻秀利／篠塚登紀雄／伊藤絵美 

【報告事項】 

1. 2011 年 11 月 22 日・23 日盛岡出張報告 

【協議・検討内容】 

1.前回運営委員会議事録確認 

2.被災地の仮設住宅での聞き取り調査につい（調査内容など） 

3.トラベルへルパー養成講座の研修実地場所について 

4.運転者講習実地場所について 

5.その他質疑応答 

6.次回運営委員会日程について 
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第 4回WAM運営委員会 

2011 年 12 月 24 日（土）13：00～15：00 

場所：トラベルへルパー協会ミーティングスペース 

【出席者】 

篠塚千弘／森野さとみ／秋山糸織／柴田亮／西野佳名子／常木悟／篠塚恭一 

酒巻秀利／篠塚登紀雄／伊藤絵美 

【報告事項】 

1. トラベルへルパー養成講座受講生の進捗状況報告 

【協議・検討内容】 

1.前回運営委員会議事録確認 

2.仮設住宅でのツアープログラム実施について 

3.受講生へのアルバイト賃金について 

4.運転者講習の実施日程・開催場所の確認 

5.次回運営委員会日程について 

 

第 5回WAM運営委員会 

2012 年 1月 26 日（木）18：00～19：00 

場所：東京都千代田区一番町 

【出席者】 

篠塚千弘／森野さとみ／西野佳名子／常木悟／篠塚恭一／伊藤絵美 

【協議・検討内容】 

1.仮設住宅訪問活動について 

2.福島県仮設住宅の住民向けリフレッシュ旅行「スパ・リゾートハワイアンズ」について 

3.スパ・リゾートハワイアンズの後に新たなツアーの企画について 

 

第 6回WAM運営委員会 

2012 年 2月 4日（土）15：00～17：00 

場所：トラベルへルパー協会ミーティングスペース 

【出席者】 

篠塚千弘／森野さとみ／秋山糸織／柴田亮／西野佳名子／常木悟／篠塚恭一 

酒巻秀利／篠塚登紀雄／伊藤絵美 

【協議・検討内容】 

1.第 4 回運営委員会・第 5回運営委員会議事録確認 

2.仮設住宅訪問活動について 

3.「スパ・リゾートハワイアンズ」ツアーについて 

4.茨城交通から受講の高安氏の仮設住宅訪問活動について 

5.運転者講習の日程・場所について最終確認 

6.その他議題、質疑応答 

7.次回運営委員会日程について 
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第 7回WAM運営委員会 

2012 年 3月 15 日（木）15：00～17：00 

場所：トラベルへルパー協会ミーティングスペース 

【参加者】 

篠塚千弘／森野さとみ／秋山糸織／柴田亮／西野佳名子／常木悟／篠塚恭一 

酒巻秀利／篠塚登紀雄／伊藤絵美 

【報告事項】 

1.受講生進捗状況報告 

2.「スパ・リゾートハワイアンズ」ツアーについて報告 

3.仮設住宅訪問活動について報告 

【協議・検討内容】 

1.前回運営委員会議事録確認 

2.事業完了報告書について 

3.その他議題、質疑応答 

4.今後のスケジュール確認 
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４ 総括 

 

「旅」や「外出」の目的は、楽しみの為という「旅行」が第一に思い浮かぶことが多いが、高齢になるにつれ、

墓参りやふるさと訪問、孫に会いに行くなどの心の励みの為、また、病院への通院など命を繋ぐ為、など、楽し

み以外の目的の割合が高くなる傾向にある。 

昨年の東日本大震災後、福島第一原発事故で立ち入りが規制されている警戒地域への一時帰宅で、福島

県南相馬市では、「移動に支援を必要とするものは一時帰宅の対象としない。」との見解が示された。自力歩

行が困難、介助が必要というだけで、「対象外」とは、あまりにも被災者の心情を理解していない、国の対策とし

てお粗末すぎるものだった。 

また、多くの高齢者が、家を無くし、住み慣れたわが町を離れて、不慣れな仮設住宅で家族や友人を亡くし

た悲しみを心に抱え、親しい知人もいずに近所付き合いもないという。また、移動手段も不便なために、家に

閉じこもりがちになり、健康不安が問題となっている。自殺、孤独死、孤立死の報告も増加する傾向にある。 

こうした不活発な生活環境から元気だった高齢者が健康不安を訴え、震災後に歩けなくなったり、歩きにくく

なったりして、回復しない人の割合が仮設住宅で増えていると聞く。「家の外ですることがない」「家の中でする

ことがない」「外出の機会が減った」などが原因で、震災によって家庭での家事や日課、地域社会での役割や

つきあい、楽しみや目的が激減したことが、健康状態に大きく影響していると考えられる。 

また、被災地では補償金をあてにして働く世代が労働意欲を失くすなど、職を求めない者が増えていること

も問題になっている。 

東北の復興に今必要なことは、これまでのような生活リズムをとりもどし、生きがいをもって暮らせるように環境

を創ろうという方針を示すことで、内面的な課題に明るい方向性を持たせるような希望をつなぐ支援が大事だ

と考える。 

仙台秋保温泉蘭亭のマネージャーによると、仮設住宅で避難生活を送る人が家族とともに心身の保養をもと

めて、クリスマス、忘年会、お正月と、温泉地で過ごすことが例年より多く、今までにない業績で「震災特需」が

続いているそうだ。 

外出の促しにしても、個々のニーズに対応するだけでなく、コミュニティの再生へとつながる形の企画が必要

である。 

当協会では、被災地支援プロジェクトとして「南三陸町・石巻市における最上町へのリフレッシュツアー（短期

避難制度）」における要介護者への参加支援や、一関・陸前高田・気仙沼での移動支援ドライバー派遣を行

ってきた。 

その経験を踏まえて今回は、被災で大きな打撃を受けた地元バス会社、介護事業者に勤務するヘルパーな

ど 8名が、トラベルヘルパー養成講座、移動支援ドライバー（運転者講習）講座を受講した。同時に、仮設住

宅で暮らす被災者に、リフレッシュ日帰りバスツアーを呼びかけ、福島交通株式会社、郡山市で活動するＮＰ

Ｏ法人あっとホームサービスなど地元法人が連携して活動を行った。旅行企画は、介護旅行、トラベルヘルパ

ーサービスを全国で展開するあ・える倶楽部（東京都渋谷区・㈱SPI）が協力した。 

仮設住宅などで避難生活を送る人が外出機会を失い、運動不足からこの冬の間に健康状態を害することが

懸念されていたことから「旅行等の外出による介護予防と生きがいづくり」として同じ地域に住む人たちが自ら

企画し呼びかけることにした。つまり被災地の力で互いに助け合い、雇用機会を築こうという趣旨である。 

仮設住宅で暮らす一人一人が元気でいること、元気になることで、周囲の人に元気を伝えていくこと、そして、

明るくがんばっている福島の仲間「スパ・リゾート ハワイアンズ」のフラガール達を応援すること、地元のバス会

社を利用して産業を活性化すること、つまり、みんなで福島を元気に明るくしよう、という趣旨を説明しながら、
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受講生らが仮設住宅をまわり参加を呼び掛けた結果、趣旨に賛同した39名が「スパ・リゾート ハワイアンズ」リ

フレッシュ日帰りバスツアー参加した。 

他にも仮設住宅の住民対象にリフレッシュ日帰りバスツアーを企画したが、実現に至らなかった。その理由

は、この取り組みを理解して各仮設住宅に暮らす人に繋ぐ自治会等の協力者がいなかったからだ。特に原発

避難周辺地域の人たちは、帰村問題が生じた時期と重なり、取りつく島も与えられなかったのが非常に残念で

あった。 

トラベルヘルパーは、外出を希望する高齢者のそれぞれの目的の為に、その人の「想い」に寄り添い、安心、

安全に外出や移動を支援するプロのサービス提供者であるとともに、外出の相談に耳を傾けて、第三者に繋

ぐコーディネイターであることも大切な役目だ。 

また、災害時や緊急時にも対応できる応用性があることがわかった。自由に移動させる介助スキルを訓練さ

れており、避難時や不自由な避難生活の中で被災した高齢者の大きな不安をともに共有して、少しでも安心

してもらえるよう心のケアも学んでいるからだ。 

あの震災から 1年。 

今回の事業を通して、被災地の人の深い悲しみや不安を乗り越える勇気、人と人とのつながりの強さ。あの

記憶を忘れず、立ち上がろうとする勇気と元気に、こちらが勇気と元気をもらったようだった。 

仮設住宅を訪問し、今回のツアー参加者を一生懸命募ってくれたトラベルヘルパー養成講座受講生、仮設

住宅の世話人、ご協力下さった福島交通の関係者、そして、趣旨に賛同しツアーに参加して下さった人に心

から感謝したい。 

身体の不自由な人や高齢者に外出の希望を叶えることで、未来が見えない働く意欲を失くした労働者にや

りがいのある仕事として、これからも継続的な雇用を生むことに期待している。そして、現地の企業と連携して

産業復活を果たす為にも、まずトラベルヘルパーを育成することがこれからも必要と考える。 

被災地に住む高齢者がこれから安心して希望や生きがいを持って暮らしていくためにも、支援団体、自治体

とともに民間産業界が三位一体で連携して、被災地域における高齢者の外出支援サービス、トラベルヘルパ

ーサービスの事業化が求められる。そうして新たなコミュニティとネットワークを構築し、被災地の活性化を図る

ことが最重要課題であると考える。 

今後、超高齢者社会という決まった未来が進む中で、自分たちの将来像を見据えて、日常生活における地

域移動システムをソフト、ハード、ヒューマンウェアの三方向から整備していくことは、緊急時、災害時に、高齢

者や身体が不自由な人の命を守るシステムとしても機能していくはずである。 

「日にち薬」というが、「日にち復興」の段階に入っている。一日が積み重なり、一人一人が集まってみんなに

なると、大きな力、すごい力を発揮する。あきらめず自分たちの力を信じて、日々前進すること、犠牲になった

方々のためにも、東北のみなさんと一緒に、笑顔で前を向いて一日一日を重ねていこう。 

どんなささいな「希望」でもかまわない、その「希望」を叶える外出について、移動について、引き続きトラベル

ヘルパーサービスで応援し続けていくことを改めて心に誓った。 
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≪協力機関・団体≫ 

 

株式会社 SPI あ・える倶楽部 

株式会社経営共創基盤 

NPO法人全国移動サービスネットワーク 

NPO法人ウィラブ北茨城 

NPO法人あっとホームサービス 

福島交通株式会社 

株式会社法研 

 

 

 


